
エックスモバイルSIM比較ラボによる「UQモバイルとahamoを比較した場合、どちら
を選んだ方が良いのか？」に関するユーザーディスカッション議事録 
 
# ディスカッション参加者 
1. 会社員（32歳） 
2. 主婦（38歳） 
3. テクノロジーライター（45歳） 
4. UQモバイルユーザー（28歳） 
5. ahamoユーザー（35歳） 
6. 携帯ショップ販売員（26歳） 
7. ファイナンシャルプランナー（42歳） 
8. デジタル支援員（50歳） 
9. ヘビーユーザー（24歳） 
10. 地方在住ユーザー（40歳） 
 

 
 
## パート1: 料金とコストパフォーマンスの基本認識 
 
**【会社員（32歳）】** 
私は3ヶ月前から格安SIMへの乗り換えを検討していますが、ahamoとUQモバイルで迷っていま
す。調べたところ、ahamoは月額2,970円で30GB、UQモバイルのコミコミプラン+は月額3,278円
で33GBとのこと。単純に見るとahamoの方が安いですが、UQモバイルには10分かけ放題が付
いていて、ahamoは5分かけ放題。この308円の差をどう評価すべきか悩んでいます。現在の大
手キャリアでは月7,000円以上払っているので、どちらに乗り換えても大幅な節約になるのは分
かっているのですが、「後悔しない選択」をしたいんです。 
 
**【FP（42歳）】** 
会社員さんのお悩みはよく分かります。私は年間数百件の家計相談を受けていますが、通信費

の見直しで最も重要なのは「月額料金の差」だけでなく、「自分の利用スタイルに合っているか」と

いう点です。308円の差は年間で3,696円。この金額を「大きい」と感じるか「小さい」と感じるか
は、その人の価値観次第です。しかし、より重要なのは、UQモバイルの「自宅セット割」を適用で
きるかどうかです。自宅のインターネット回線がauひかりや対象の光回線であれば、UQモバイル
はさらに月額1,100円安くなり、実質2,178円で利用できます。この場合、ahamoより792円も安く
なります。まずは自宅のネット環境を確認することをお勧めします。 
 
**【主婦（38歳）】** 
FPさんのおっしゃる通りですね。私は家族4人分の契約を管理していますが、UQモバイルの「自
宅セット割」は本当に大きいです。ただし、この割引には落とし穴もあります。引っ越しなどで対象

のインターネット回線を解約すると、一気に料金が跳ね上がるんです。我が家は転勤の可能性

があるので、割引前提の料金体系には不安を感じています。その点、ahamoは割引なしでシンプ
ルに2,970円。家族4人全員がahamoにすれば、月額11,880円で済みます。UQモバイルで自宅
セット割を適用できれば家族4人で8,712円になりますが、割引が外れると13,112円になってしま
う。この「不確実性」をどう評価するかが悩ましいところです。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 



主婦さんの指摘は業界の本質を突いています。UQモバイルとahamoの比較は、単なる料金比
較ではなく、「キャリアの戦略的ポジショニング」の違いを理解することが重要です。KDDIはUQモ
バイルを「自宅セット割」で囲い込み、auひかりやauでんきとのセット契約を促進することで、総合
的なARPU（1ユーザーあたりの平均収入）を維持しようとしています。一方、NTTドコモのahamo
は、シンプルな料金体系でオンライン完結を好むデジタルネイティブ層を取り込み、ドコモブランド

へのアップグレードパスを確保する戦略です。つまり、UQモバイルは「家族・自宅環境との統合」
を重視し、ahamoは「個人の自由度」を重視しているのです。 
 
**【UQモバイルユーザー（28歳）】** 
私はUQモバイルを2年間使っていますが、ライターさんの分析は的確だと思います。実際、私は
「自宅セット割」を適用しているので、月額料金はかなり安く抑えられています。通信品質も安定し

ていて、昼休みの時間帯でも速度が落ちにくいのは大きなメリットです。ただし、長期利用者とし

て不満なのは、「長期利用の特典が一切ない」ことです。2年使っても料金は変わらず、新規契約
者向けのキャンペーンばかりが目立ちます。最近、ahamoの100GBプランが気になっていて、乗
り換えを検討しています。UQモバイルの最大容量は35GBなので、動画をよく見る私には少し物
足りないんです。 
 
**【ahamoユーザー（35歳）】** 
私はahamoを1年間使っていますが、UQモバイルユーザーさんの「データ容量」の指摘には共感
します。私もドコモから乗り換えた理由の一つが、ahamoの「大盛りオプション」で100GBまで使え
ることでした。月額4,950円で100GBは、テザリングを頻繁に使う私には最適です。また、海外出
張が多いので、ahamoの「追加料金なしで海外82の国・地域で使える」というのも決定的でした。
UQモバイルにも海外ローミングはありますが、別途料金がかかります。ただし、ahamoの弱点は
「オンライン専用」であることです。初期設定は自分でやる必要があり、トラブル時の対応も基本

的にチャットのみ。店舗サポートが必要な人には向いていないと思います。 
 
--- 
 
## パート2: サポート体制と安心感の価値 
 
**【携帯ショップ販売員（26歳）】** 
ahamoユーザーさんの「オンライン専用」という指摘は、現場で働く私からすると非常に重要なポ
イントです。店頭では、ahamoに興味を持ちながらも、「自分で設定できるか不安」という理由で躊
躇されるお客様が本当に多いです。特に40代以上の方は、「何かあったときに店舗で相談でき
る」という安心感を重視される傾向があります。UQモバイルは全国のauショップやUQスポットで
対応してもらえるので、この点が大きな差別化要因になっています。ただし、店舗でのサポートに

は「有料サポート」もあり、完全に無料というわけではありません。ahamoも、ドコモショップで有料
サポート（3,300円）を受けることは可能ですが、基本的には自己解決が前提です。 
 
**【デジタル支援員（50歳）】** 
販売員さんのおっしゃる通り、シニア層にとって「店舗サポート」は非常に重要です。私はシニア

向けのスマホ教室で講師をしていますが、60代以上の方々は「分からないことがあったら、すぐ
に店舗に行ける」という安心感を何よりも重視されます。ahamoはオンライン専用なので、シニア
層には敷居が高いと感じます。一方、UQモバイルには「60歳以上通話割」があり、国内通話が
かけ放題になるオプションが月額1,980円で利用できます。これはシニア層にとって大きな魅力で
す。ただし、UQモバイルでも、店舗での契約手続きや初期設定のサポートは有料になる場合が
あるので、完全に「無料で何でもサポートしてもらえる」わけではないことは理解しておく必要があ

ります。 



 
**【会社員（32歳）】** 
支援員さんとショップ販売員さんのお話を聞いて、「サポート体制」の重要性を改めて認識しまし

た。私は32歳で、普段からスマホやパソコンを使っているので、基本的な設定は自分でできると
思います。ただし、「トラブルが起きたときに本当に自分で解決できるか」という不安は残ります。

例えば、SIMカードの差し替えや、APN設定、MNP転入の手続きなど、初めてのことばかりです。
ahamoの「オンライン専用」というのは、料金を下げるための合理的な選択だと理解しています
が、「何かあったときのリスク」をどう評価すべきか悩みます。 
 
**【FP（42歳）】** 
会社員さんの不安は、多くの方が抱える共通の悩みです。ここで重要なのは、「サポート体制の

価値」を金額に換算して考えることです。UQモバイルの店舗サポートは、月額308円の差（
ahamoとの比較）の中に含まれていると考えることができます。つまり、年間3,696円を「保険料」
として支払うことで、「困ったときに店舗で相談できる安心感」を買っているわけです。この金額を

「高い」と感じるか「安い」と感じるかは、その人のリスク許容度次第です。私の経験では、30代の
会社員の方は、基本的にオンラインでの自己解決能力が高いので、ahamoでも問題ないケース
が多いです。ただし、初めての格安SIM乗り換えで不安が大きい場合は、最初はUQモバイルで
店舗サポートの安心感を得て、慣れてきたらahamoに乗り換えるという段階的なアプローチも有
効です。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
FPさんの「サポート体制を保険料として考える」という視点は非常に合理的です。業界の視点か
ら補足すると、ahamoが「オンライン専用」にした理由は、店舗運営コストを削減することで、低価
格を実現するためです。一方、UQモバイルは、auブランドとの差別化を図りつつ、「店舗サポー
ト」という付加価値を提供することで、価格競争だけに陥らない戦略を取っています。興味深いの

は、ahamoの契約者数が約600万回線、UQモバイルが約1000万回線と推計されていることで
す。これは、「店舗サポートの安心感」を重視する層が依然として多いことを示しています。 
 
**【主婦（38歳）】** 
ライターさんのデータは興味深いですね。私も家族4人分の契約を管理する立場として、「サポー
ト体制」の価値は理解できます。ただし、私が最も重視するのは、「家族全員が同じキャリアを使

うことで、管理が楽になる」という点です。UQモバイルは店舗サポートがあるので、スマホ操作に
不慣れな夫や、中学生の子供たちにも安心です。一方、ahamoはオンライン専用なので、何か問
題が起きたときに、私が全員分のトラブル対応をしなければならないというプレッシャーがありま

す。この「家族全員のサポート負担」を考えると、UQモバイルの方が精神的に楽なのではないか
と感じています。 
 
--- 
 
## パート3: データ容量と利用実態の多様性 
 
**【ヘビーユーザー（24歳）】** 
皆さんの議論を聞いていて、「データ容量」の話があまり出ていないことに驚きました。私は月間

50GB以上使うヘビーユーザーなので、UQモバイルの最大35GBでは全く足りません。ahamoの
大盛りオプション（100GB/4,950円）は、私のような使い方をする人には唯一の選択肢だと思いま
す。動画視聴、ゲーム、テザリングを頻繁に使う20代にとって、「データ容量を気にせず使える」こ
とは、料金以上に重要です。UQモバイルで35GBを超えた場合、追加チャージは0.5GBで550
円、つまり1GBあたり1,100円もかかります。これは非常に高額です。ahamoなら、大盛りオプショ



ンで100GBまで使えて、超過後も最大1Mbpsの速度が維持されるので、低速でもSNSやテキス
トベースのサイトは問題なく使えます。 
 
**【UQモバイルユーザー（28歳）】** 
ヘビーユーザーさんの指摘は、私がahamoへの乗り換えを検討している理由そのものです。私も
動画視聴が多く、月末になると35GBの上限が気になってしまいます。UQモバイルには「節約
モード」（最大300kbps）があり、低速でもデータ消費を抑えられるのですが、300kbpsでは
YouTubeの視聴は厳しいです。ahamoの超過後1Mbpsなら、標準画質の動画も見られると聞い
ています。ただし、私の場合、「自宅セット割」を適用しているので、UQモバイルの実質料金は
2,178円。ahamoの大盛りオプションは4,950円なので、差額は2,772円、年間で33,264円になり
ます。この金額を「データ容量の自由」のために払う価値があるかどうか、悩んでいます。 
 
**【FP（42歳）】** 
UQモバイルユーザーさんの悩みは、まさに「コストとベネフィットのトレードオフ」の典型例です。
年間33,264円の差額を「高い」と感じるか「妥当」と感じるかは、その人のライフスタイル次第で
す。ここで重要なのは、「データ容量を気にしながら使うストレス」を金額に換算することです。毎

月、「あと何GB残っているか」を気にしながらスマホを使うことは、精神的な負担になります。この
負担を「月額2,772円で解消できる」と考えれば、決して高くはないかもしれません。ただし、もう
一つの選択肢として、「自宅や職場のWi-Fiを積極的に活用する」ことで、モバイルデータ通信の
消費を抑える方法もあります。 
 
**【ahamoユーザー（35歳）】** 
FPさんのおっしゃる通り、「データ容量を気にしないで使える」ことの価値は大きいです。私は出
張が多く、移動中にテザリングでノートPCを使うことが頻繁にあります。ahamoの大盛りオプショ
ン（100GB）なら、月末まで容量を気にせず使えるので、仕事の効率が上がりました。また、
ahamoの「海外82の国・地域で追加料金なしで使える」というのも、出張が多い私には大きなメ
リットです。UQモバイルにも海外ローミングはありますが、別途料金がかかるので、頻繁に海外
に行く人にはahamoの方がコストパフォーマンスが良いと思います。 
 
**【地方在住ユーザー（40歳）】** 
皆さんの議論は都市部中心の話が多いように感じます。私は地方都市に住んでいて、週末は山

間部でアウトドア活動を楽しんでいます。私にとって最も重要なのは、「通信エリアの広さ」と「繋

がりやすさ」です。UQモバイルはau回線、ahamoはドコモ回線を使っていますが、地方や山間部
では、ドコモの方がエリアが広いと言われています。実際、私の友人でauを使っている人は、山
間部で電波が入らないことがあると言っていました。ただし、最近はau回線もエリアを拡大してい
るので、一概にどちらが良いとは言えません。重要なのは、自分がよく行く場所での通信エリアを

事前に確認することです。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
地方在住ユーザーさんの指摘は非常に重要です。通信エリアの違いは、都市部では意識されに

くいですが、地方や山間部では決定的な差になることがあります。総務省の統計によると、ドコモ

の4G LTE人口カバー率は99.9%、auも99.9%とほぼ同等ですが、これは「人口カバー率」であ
り、「面積カバー率」ではありません。つまり、人が住んでいない山間部や離島では、キャリアに

よって繋がりやすさに差が出ることがあります。一般的には、ドコモの方が地方や山間部でのエ

リアが広いと言われていますが、地域によってはauの方が強い場所もあります。通信エリアを重
視する方は、各キャリアの公式サイトで「サービスエリアマップ」を確認し、自分がよく行く場所が

カバーされているかを事前にチェックすることをお勧めします。 
 



--- 
 
## パート4: 通話ニーズと無料通話時間の評価 
 
**【携帯ショップ販売員（26歳）】** 
ここまでの議論で、「通話」についてあまり触れられていないので、補足させてください。ahamoは
5分かけ放題、UQモバイルのコミコミプラン+は10分かけ放題が標準で付いています。この5分の
差は、実際の利用シーンでは大きな違いになります。店頭でお客様に聞くと、「5分以内の通話」
で済むのは、家族や友人への短い連絡、お店の予約確認など。一方、「10分以内の通話」が必
要になるのは、役所や企業のカスタマーサポートへの問い合わせ、病院の予約、宅配便の再配

達依頼などです。特に、カスタマーサポートは待ち時間が長いことが多く、5分では足りないケー
スが頻繁にあります。 
 
**【デジタル支援員（50歳）】** 
販売員さんの指摘は、シニア層にとって特に重要です。60代以上の方は、LINEなどのメッセージ
アプリよりも、音声通話を好む傾向があります。また、役所や病院への問い合わせなど、「長めの

通話」が必要になる場面が多いです。UQモバイルの10分かけ放題は、こうしたニーズに対応し
ています。さらに、UQモバイルには「60歳以上通話割」があり、月額1,980円で国内通話が完全
かけ放題になります。これは、通話が多いシニア層にとって非常に魅力的なオプションです。

ahamoにも完全かけ放題オプション（月額1,100円）がありますが、UQモバイルの60歳以上通話
割の方が、シニア層には分かりやすく、店舗で説明を受けられる安心感もあります。 
 
**【会社員（32歳）】** 
通話についてですが、私は正直、ほとんど音声通話を使いません。家族や友人との連絡はLINE
、仕事の連絡もメールやチャットが中心です。音声通話を使うのは、月に数回、お店の予約や宅

配便の再配達依頼くらいです。その意味では、ahamoの5分かけ放題で十分だと思います。ただ
し、販売員さんのおっしゃる「カスタマーサポートへの問い合わせ」は確かに5分では足りないこと
があります。この点を考えると、UQモバイルの10分かけ放題の方が安心かもしれません。 
 
**【主婦（38歳）】** 
私も会社員さんと同じで、普段の連絡はLINEが中心です。ただし、子供の学校や習い事の先生
との連絡、病院の予約などでは音声通話を使います。特に、子供が急に体調を崩したときなど、

緊急の連絡では音声通話の方が確実です。UQモバイルの10分かけ放題は、こうした「少し長め
の通話」に対応できるので、安心感があります。また、家族4人全員がUQモバイルにした場合、
家族間通話が無料になるわけではないので、通話オプションのコストも考慮する必要がありま

す。ahamoの5分かけ放題は標準で付いているので、追加コストがかからない点は魅力的です。 
 
**【FP（42歳）】** 
通話ニーズは、年齢層やライフスタイルによって大きく異なります。20代〜30代はLINEなどの
メッセージアプリが中心で、音声通話の頻度は低い傾向があります。一方、40代以上、特にシニ
ア層は音声通話を好む傾向が強いです。ここで重要なのは、「自分の通話スタイル」を客観的に

把握することです。スマホの通話履歴を確認し、過去3ヶ月間で「5分以上の通話」が月に何回
あったかを数えてみてください。もし月に5回以上あるなら、UQモバイルの10分かけ放題の方が
安心です。逆に、5分以上の通話がほとんどないなら、ahamoの5分かけ放題で十分です。 
 
**【ahamoユーザー（35歳）】** 
私もFPさんのおっしゃる通り、通話履歴を確認して判断しました。私の場合、音声通話はほとん
ど使わず、使っても5分以内で済むことがほとんどです。ただし、たまに長時間の通話が必要にな



ることがあるので、ahamoの「かけ放題オプション」（月額1,100円）を追加しています。これで、月
額4,070円（基本料金2,970円+かけ放題1,100円）で、30GBのデータと完全かけ放題が使えま
す。UQモバイルのコミコミプラン+にかけ放題オプション（月額1,100円）を追加すると、月額4,378
円になるので、ahamoの方が若干安いです。 
 
--- 
 
## パート5: 家族利用と割引適用の複雑さ 
 
**【主婦（38歳）】** 
ここまでの議論で、個人利用の視点が中心でしたが、家族全員で乗り換える場合の視点も重要

だと思います。私は家族4人分の契約を管理していますが、UQモバイルの「自宅セット割」と「家
族セット割」を適用できれば、トータルコストは大幅に削減できます。例えば、UQモバイルのトクト
クプラン2（5〜30GB）に自宅セット割とau PAYカード支払い割を適用すると、月額2,728円になり
ます。家族4人で10,912円です。一方、ahamoは家族割がないので、家族4人で11,880円。差額
は968円、年間で11,616円です。ただし、UQモバイルの割引を適用するには、自宅のインター
ネット回線をauひかりなどに変える必要があり、この手間とコストも考慮する必要があります。 
 
**【FP（42歳）】** 
主婦さんの計算は非常に具体的で参考になります。ただし、ここで注意すべきは、「割引適用の

条件を維持できるか」という点です。UQモバイルの自宅セット割は、対象のインターネット回線や
電気サービスを契約し続けることが条件です。もし引っ越しや、より安いインターネット回線への

乗り換えを検討した場合、割引が外れて料金が跳ね上がるリスクがあります。この「不確実性」を

考慮すると、ahamoのシンプルな料金体系の方が、長期的には安心かもしれません。また、家族
それぞれのデータ利用量が異なる場合、UQモバイルの「トクトクプラン」のように、使った分だけ
支払うプランの方が柔軟に対応できるというメリットもあります。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
FPさんの指摘は、業界の料金戦略の本質を突いています。UQモバイルの「自宅セット割」は、
KDDIグループ全体での顧客囲い込み戦略の一環です。スマホだけでなく、自宅のインターネット
回線、電気、クレジットカードまで統合することで、顧客の「スイッチングコスト」（乗り換えの手間と

コスト）を高め、長期的な顧客維持を図っています。一方、ahamoは「シンプルさ」を武器に、割引
なしでも競争力のある料金を提示し、「自由度」を重視する層を取り込んでいます。この戦略の違

いは、「統合型エコシステム」と「スタンドアロン型サービス」の対比とも言えます。 
 
**【主婦（38歳）】** 
ライターさんの分析は興味深いですね。確かに、UQモバイルの割引を最大限に活用するには、
KDDIグループのサービスに「囲い込まれる」ことになります。これは、一方では「トータルコストの
削減」というメリットがありますが、他方では「選択の自由を失う」というデメリットもあります。私の

場合、現在のインターネット回線がNTT系なので、auひかりに変えるには工事が必要で、手間と
コストがかかります。この初期コストを考えると、ahamoのシンプルさの方が魅力的に感じます。 
 
**【UQモバイルユーザー（28歳）】** 
私は「自宅セット割」を適用していますが、主婦さんの「囲い込まれる」という表現はまさにその通

りだと感じます。実は、最近、より安いインターネット回線を見つけたのですが、乗り換えるとUQ
モバイルの割引が外れてしまうので、躊躇しています。この「割引前提の料金体系」は、一見お得

に見えますが、長期的には「選択の自由を奪われる」というデメリットがあります。ahamoのよう



に、割引なしでシンプルに低価格を提示してくれる方が、ユーザーとしては分かりやすく、将来的

な選択肢も広がると思います。 
 
**【携帯ショップ販売員（26歳）】** 
店頭でも、UQモバイルの「自宅セット割」の説明は非常に複雑で、お客様に理解していただくの
に時間がかかります。特に、「どのインターネット回線が対象か」「電気サービスでも割引が適用

されるか」といった細かい条件を説明すると、混乱される方が多いです。一方、ahamoはシンプル
に「月額2,970円で30GB」と説明できるので、お客様にとっても分かりやすいです。ただし、
ahamoはオンライン専用なので、店頭での契約手続きができません。この点が、特に高齢の方
や、スマホ操作に不慣れな方にとっては大きなハードルになっています。 
 
--- 
 
## パート6: オンライン専用 vs 店舗サポートの実態 
 
**【デジタル支援員（50歳）】** 
販売員さんのおっしゃる通り、ahamoの「オンライン専用」は、シニア層にとって大きなハードルで
す。私が教えている60代〜80代の方々は、「店舗で対面で説明を受けたい」という強いニーズが
あります。オンラインでの手続きは、若い世代にとっては当たり前でも、シニア層にとっては「未知

の世界」です。UQモバイルは、全国のauショップやUQスポットで対応してもらえるので、この安
心感は大きいです。ただし、店舗サポートも「完全無料」ではなく、有料サポートになる場合がある

ことは、事前に理解しておく必要があります。 
 
**【会社員（32歳）】** 
支援員さんのお話を聞いて、「世代によるニーズの違い」を改めて認識しました。私は32歳で、普
段からオンラインでの手続きに慣れているので、ahamoのオンライン専用でも問題ないと思いま
す。ただし、「初めての格安SIM乗り換え」という点では不安もあります。例えば、SIMカードの差し
替えや、APN設定、MNP転入の手続きなど、初めてのことばかりです。ahamoの公式サイトには
詳しい手順が載っていますが、「本当に自分でできるか」という不安は残ります。 
 
**【ahamoユーザー（35歳）】** 
会社員さんの不安はよく分かります。私も最初は不安でしたが、実際にやってみると、意外と簡

単でした。ahamoの公式サイトには、動画付きの手順説明があり、それを見ながら進めれば問題
なくできます。また、チャットサポートも充実していて、分からないことがあればすぐに質問できま

す。ただし、チャットサポートは「待ち時間」が長いことがあり、急いでいるときはストレスを感じる

こともあります。店舗サポートのように、「すぐに対面で相談できる」わけではないので、この点は

理解しておく必要があります。 
 
**【UQモバイルユーザー（28歳）】** 
私はUQモバイルを使っていますが、実は店舗サポートを利用したことは一度もありません。初期
設定も自分でやりましたし、トラブルもほとんどありませんでした。つまり、「店舗サポートがある」

ことの安心感は大きいですが、実際に利用する機会は少ないのかもしれません。この点を考える

と、ahamoのオンライン専用でも、実際には問題ない人が多いのではないかと思います。ただし、
「万が一のときの安心感」を重視する人にとっては、UQモバイルの店舗サポートは価値があると
思います。 
 
**【FP（42歳）】** 



UQモバイルユーザーさんの「実際には店舗サポートを利用する機会は少ない」という指摘は重
要です。これは、「保険」と同じ考え方です。保険は、「万が一のとき」のために加入しますが、実

際に保険金を受け取る機会は少ないです。それでも、「安心感」のために保険料を支払います。

UQモバイルの店舗サポートも、同じように「安心感」のための「保険料」と考えることができます。
月額308円の差（ahamoとの比較）を、この「保険料」として支払う価値があるかどうかは、その人
のリスク許容度次第です。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
FPさんの「保険料」という考え方は、非常に合理的です。業界の視点から補足すると、ahamoが
「オンライン専用」にした理由は、店舗運営コストを削減することで、低価格を実現するためです。

店舗を運営するには、家賃、人件費、設備費など、莫大なコストがかかります。これを削減するこ

とで、ahamoは月額2,970円という低価格を実現しています。一方、UQモバイルは、店舗サポー
トという付加価値を提供することで、価格競争だけに陥らない戦略を取っています。この戦略の

違いは、「コストリーダーシップ戦略」と「差別化戦略」の対比とも言えます。 
 
--- 
 
## パート7: 海外利用と国際ローミングの重要性 
 
**【ahamoユーザー（35歳）】** 
ここまでの議論で、「海外利用」についてあまり触れられていないので、補足させてください。私は

出張が多く、年に数回は海外に行きます。ahamoの大きなメリットの一つは、「追加料金なしで海
外82の国・地域で使える」ことです。月間データ容量（30GBまたは100GB）の範囲内であれば、
海外でもそのまま使えます。これは、頻繁に海外に行く人にとっては決定的なメリットです。UQモ
バイルにも海外ローミングはありますが、別途料金がかかります。例えば、「世界データ定額」は

24時間で490円〜690円かかります。1週間の出張なら、7日間で3,430円〜4,830円になります。 
 
**【会社員（32歳）】** 
ahamoユーザーさんの指摘は、私にとっては新しい視点でした。私は海外に行く機会がほとんど
ないので、「海外利用」は考慮していませんでした。ただし、将来的に海外旅行や出張の機会が

あるかもしれないので、「海外でも使える」というのは、潜在的なメリットとして認識しておく価値が

あると思います。 
 
**【FP（42歳）】** 
ahamoの海外利用は、頻繁に海外に行く人にとっては大きなメリットですが、年に1〜2回程度の
海外旅行であれば、現地でSIMカードを購入するか、ポケットWi-Fiをレンタルする方が安い場合
もあります。重要なのは、「自分の海外利用頻度」を客観的に把握することです。年に3回以上海
外に行くなら、ahamoの海外利用は非常にコストパフォーマンスが良いです。逆に、年に1回程度
なら、UQモバイルで海外ローミングを利用するか、現地でSIMカードを購入する方が安いかもし
れません。 
 
**【テクノロジーライター（45歳)】** 
ahamoの海外利用は、NTTドコモの国際ローミング網を活用した戦略的なサービスです。ドコモ
は、世界中の通信事業者と提携しており、この既存のインフラを活用することで、追加コストをか

けずに海外利用を提供できています。一方、UQモバイルもauの国際ローミング網を利用してい
ますが、別途料金を設定することで、コストを回収しています。この違いは、ahamoが「グローバ
ルなデジタルノマド層」をターゲットにしているのに対し、UQモバイルは「国内利用が中心の層」を
ターゲットにしているという戦略の違いを反映しています。 



 
**【主婦（38歳）】** 
我が家は、年に1回程度、家族で海外旅行に行きます。その際、家族4人全員がahamoなら、追
加料金なしで海外でも使えるので、非常に便利だと思います。ただし、海外での利用は「月間

データ容量の範囲内」という制限があるので、家族全員が動画を見たり、SNSを頻繁に使ったり
すると、すぐに容量を使い切ってしまう可能性があります。この点を考えると、海外旅行中は

Wi-Fi環境を積極的に活用する必要があると思います。 
 
**【地方在住ユーザー（40歳）】** 
私は海外に行く機会がほとんどないので、「海外利用」はあまり重要ではありません。それより

も、国内での「通信エリアの広さ」の方が重要です。地方や山間部でも繋がりやすいかどうかが、

私にとっての最優先事項です。この点では、ahamoのドコモ回線の方が、UQモバイルのau回線
よりも、地方や山間部でのエリアが広いと言われています。ただし、地域によってはauの方が強
い場所もあるので、一概にどちらが良いとは言えません。 
 
--- 
 
## パート8: データ繰り越しと柔軟性の価値 
 
**【UQモバイルユーザー（28歳）】** 
ここまでの議論で、UQモバイルの「データ繰り越し」機能についてあまり触れられていないので、
補足させてください。UQモバイルは、余ったデータ容量を翌月に繰り越せます。例えば、今月
20GBしか使わなかった場合、余った10GBを翌月に繰り越して、翌月は40GB使えます。これは、
データ利用量が月によって変動する人にとっては非常に便利です。ahamoにはデータ繰り越し機
能がないので、余ったデータは無駄になってしまいます。 
 
**【主婦（38歳）】** 
UQモバイルユーザーさんの指摘は重要ですね。家族4人分の契約を管理している立場として、
「データ繰り越し」は非常に魅力的です。例えば、子供が試験期間中でスマホをあまり使わない

月は、データが余ります。これを翌月に繰り越せれば、夏休みなど、データをたくさん使う月に活

用できます。この柔軟性は、家族全体のデータ管理において大きなメリットです。ahamoにはこの
機能がないので、毎月のデータ利用量を厳密に管理する必要があります。 
 
**【FP（42歳）】** 
データ繰り越しは、「データ容量の無駄を減らす」という点で、コストパフォーマンスを高める重要

な機能です。例えば、UQモバイルのコミコミプラン+（33GB）で、毎月平均25GB使う人の場合、
余った8GBを翌月に繰り越せば、翌月は41GB使えます。これは、ahamoの30GBプランよりも多
いです。つまり、データ繰り越しを活用することで、実質的なデータ容量を増やすことができます。

ただし、繰り越したデータは「翌月末まで」という期限があるので、2ヶ月以上繰り越すことはでき
ません。 
 
**【ahamoユーザー（35歳）】** 
私はahamoを使っていますが、データ繰り越しがないことは確かにデメリットです。ただし、
ahamoの場合、基本プランで30GB、大盛りオプションで100GBという大容量なので、データ繰り
越しがなくても、月末まで容量を使い切ることは少ないです。また、ahamoは超過後も最大
1Mbpsの速度が維持されるので、低速でもSNSやテキストベースのサイトは問題なく使えます。
この点を考えると、データ繰り越しの有無よりも、「基本的なデータ容量の大きさ」と「超過後の速

度」の方が重要だと思います。 



 
**【ヘビーユーザー（24歳）】** 
私もahamoユーザーさんと同じ意見です。私は月間50GB以上使うので、UQモバイルの最大
35GBでは全く足りません。データ繰り越しがあっても、毎月上限まで使い切ってしまうので、繰り
越す余地がありません。それよりも、ahamoの大盛りオプション（100GB）のように、最初から大
容量を提供してくれる方が、私のような使い方をする人には適しています。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
データ繰り越しの有無は、「データ利用量の変動が大きい人」にとっては重要ですが、「毎月安定

してデータを使う人」にとってはあまり重要ではありません。つまり、データ繰り越しの価値は、

ユーザーの利用パターンによって大きく異なります。UQモバイルのデータ繰り越しは、「柔軟性」
を重視する層にとっては大きなメリットですが、ahamoの「大容量」と「超過後の速度維持」は、
「安定した大容量通信」を重視する層にとってのメリットです。 
 
--- 
 
## パート9: 長期利用と顧客ロイヤルティの課題 
 
**【UQモバイルユーザー（28歳）】** 
私が最も不満に感じているのは、「長期利用に対する優遇が一切ない」ことです。2年間UQモバ
イルを使っていますが、料金が安くなる、データ容量が増えるといった特典がありません。新規契

約者向けのキャンペーンばかりが目立ち、既存ユーザーは冷遇されていると感じます。この状況

では、「2年ごとに乗り換えを検討すべきか」という悩みが常に付きまといます。 
 
**【ahamoユーザー（35歳）】** 
私もahamoを1年間使っていますが、長期利用の特典はありません。ただし、ahamoの場合、最
初から低価格でシンプルな料金体系なので、「長期利用特典がない」ことへの不満はあまり感じ

ません。むしろ、新規契約者も既存ユーザーも同じ料金で公平だと感じます。UQモバイルの場
合、「自宅セット割」などの割引を適用することで料金が安くなる仕組みなので、「割引がないと割

高」という印象を受けやすいのかもしれません。 
 
**【FP（42歳）】** 
長期利用特典の有無は、顧客ロイヤルティに大きく影響します。かつての大手キャリアは、「2年
縛り」や「長期利用割引」で顧客を囲い込んでいましたが、総務省の規制により、こうした仕組み

は廃止されました。現在は、「いつでも乗り換えられる」自由度が高まった一方で、「長期利用のメ

リット」が失われました。この状況では、ユーザーは常に「より良いプラン」を探し続けることになり

ます。つまり、「2年ごとに乗り換える」ことが、最もコストパフォーマンスの良い選択になる可能性
があります。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
FPさんの指摘は、業界の構造変化を的確に捉えています。かつての「囲い込み戦略」から、現在
の「流動性の高い市場」への転換は、ユーザーにとっては「選択の自由」が増えた一方で、「常に

比較検討し続ける負担」も増えました。キャリア側も、新規顧客獲得のためのキャンペーンに注

力する一方で、既存顧客の維持には消極的です。この状況は、市場全体の「顧客獲得コスト」を

上昇させ、最終的にはユーザーに転嫁される可能性があります。 
 
**【携帯ショップ販売員（26歳）】** 



店頭でも、「長期利用特典がない」ことへの不満を訴えるお客様は多いです。特に、大手キャリア

から格安SIMに乗り換えた方は、「長期利用割引」がなくなったことに戸惑われます。ただし、格
安SIMの場合、最初から低価格なので、「長期利用割引がなくても、大手キャリアよりは安い」と
いう認識を持っていただくことが重要です。また、「2年ごとに乗り換える」ことで、新規契約者向け
のキャンペーンを活用し、実質的なコストを抑えることができます。 
 
**【主婦（38歳）】** 
家族4人分の契約を管理している立場として、「2年ごとに乗り換える」というのは、非常に手間が
かかります。家族全員分のMNP手続き、SIMカードの差し替え、初期設定など、考えただけで気
が重くなります。この手間を考えると、「長期利用特典がなくても、手続きの手間を省ける」方が、

私にとっては価値があります。つまり、「手間」と「コスト」のトレードオフをどう評価するかが重要だ

と思います。 
 
--- 
 
## パート10: シニア層と若年層のニーズの違い 
 
**【デジタル支援員（50歳）】** 
ここまでの議論は、主に30代〜40代の視点が中心でしたが、シニア層のニーズは大きく異なりま
す。私が教えている60代〜80代の方々は、「料金の安さ」よりも、「使いやすさ」と「サポート体制」
を重視されます。ahamoのオンライン専用は、シニア層にとっては大きなハードルです。一方、
UQモバイルは、全国のauショップやUQスポットで対応してもらえるので、この安心感は大きいで
す。また、UQモバイルには「60歳以上通話割」があり、月額1,980円で国内通話が完全かけ放題
になります。これは、通話が多いシニア層にとって非常に魅力的です。 
 
**【ヘビーユーザー（24歳）】** 
私は24歳で、支援員さんがおっしゃるシニア層とは全く異なるニーズを持っています。私にとって
最も重要なのは、「データ容量」と「通信速度」です。料金も重要ですが、それよりも「データ容量を

気にせず使える」ことの方が価値があります。ahamoの大盛りオプション（100GB）は、私のような
使い方をする人には最適です。また、オンライン専用であることは全く問題ありません。むしろ、

店舗に行く手間が省けるので、オンラインで完結できる方が便利です。 
 
**【FP（42歳）】** 
支援員さんとヘビーユーザーさんの対比は、「世代によるニーズの違い」を明確に示しています。

シニア層は「安心感」と「サポート体制」を重視し、若年層は「データ容量」と「利便性」を重視しま

す。この違いを理解することが、最適なプラン選択の鍵です。UQモバイルは、シニア層や「店舗
サポートを重視する層」に適しており、ahamoは、若年層や「オンライン完結を好む層」に適してい
ます。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
FPさんの分析は、まさにUQモバイルとahamoの「ターゲット層の違い」を示しています。UQモバ
イルは、60代以上のシニア層に強く支持されており、ahamoは、10代〜20代の若年層に強く支
持されています。これは、各ブランドの戦略的なポジショニングが成功していることを示していま

す。興味深いのは、30代〜40代の「中間層」が、どちらを選ぶかで最も悩んでいるという点です。
この層は、「料金の安さ」と「安心感」の両方を求めており、どちらを優先するかで選択が分かれま

す。 
 
**【会社員（32歳）】** 



私はまさにライターさんがおっしゃる「中間層」です。料金の安さも重要ですが、安心感も捨てが

たいです。ここまでの議論を聞いて、自分のニーズを整理すると、以下のようになります。 
1. 月間データ利用量は20GB程度なので、ahamoの30GBで十分 
2. 通話はほとんど使わないので、5分かけ放題で十分 
3. 自宅のネット環境はNTT系なので、UQモバイルの自宅セット割は適用できない 
4. オンラインでの手続きは基本的にできるが、初めてなので不安もある 
 
この条件を考えると、ahamoの方が私には適しているように思います。ただし、初めての格安
SIM乗り換えなので、最初はUQモバイルで店舗サポートの安心感を得て、慣れてきたらahamo
に乗り換えるという段階的なアプローチも検討したいと思います。 
 
**【主婦（38歳）】** 
会社員さんの整理は非常に参考になります。私も家族4人分のニーズを整理すると、以下のよう
になります。 
1. 家族全員のデータ利用量は、合計で80GB程度 
2. 通話は家族間での連絡が中心で、それほど多くない 
3. 自宅のネット環境はNTT系なので、UQモバイルの自宅セット割は適用できない 
4. 家族全員分の手続きをオンラインでやる自信はあまりない 
 
この条件を考えると、家族全員をahamoにするのが、トータルコストでは最も安いです。ただし、
オンライン専用であることの不安があるので、最初は私だけahamoに乗り換えて、問題なければ
家族全員を乗り換えるという段階的なアプローチを検討したいと思います。 
 
--- 
 
## パート11: 通信品質と実測速度の実態 
 
**【地方在住ユーザー（40歳）】** 
ここまでの議論で、「通信品質」や「実測速度」についてあまり触れられていないので、補足させて

ください。私は地方都市に住んでいて、週末は山間部でアウトドア活動を楽しんでいます。私に

とって最も重要なのは、「通信エリアの広さ」と「繋がりやすさ」です。UQモバイルはau回線、
ahamoはドコモ回線を使っていますが、地方や山間部では、ドコモの方がエリアが広いと言われ
ています。ただし、実際のところ、どちらが本当に繋がりやすいのか、具体的なデータが欲しいで

す。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
地方在住ユーザーさんの指摘は重要です。通信エリアの違いは、都市部では意識されにくいで

すが、地方や山間部では決定的な差になることがあります。総務省の統計によると、ドコモの4G 
LTE人口カバー率は99.9%、auも99.9%とほぼ同等ですが、これは「人口カバー率」であり、「面
積カバー率」ではありません。つまり、人が住んでいない山間部や離島では、キャリアによって繋

がりやすさに差が出ることがあります。一般的には、ドコモの方が地方や山間部でのエリアが広

いと言われていますが、地域によってはauの方が強い場所もあります。 
 
**【UQモバイルユーザー（28歳）】** 
私はUQモバイルを2年間使っていますが、都市部では通信速度に全く不満はありません。昼休
みの時間帯でも速度が落ちにくく、動画視聴も快適です。ただし、地方や山間部での通信品質に

ついては、私自身の経験がないので、何とも言えません。都市部での利用に限れば、UQモバイ
ルの通信品質は非常に高いと思います。 



 
**【ahamoユーザー（35歳）】** 
私もahamoを1年間使っていますが、都市部では通信速度に全く不満はありません。また、出張
で地方都市に行くことが多いですが、そこでも問題なく使えています。ただし、山間部での通信品

質については、私も経験がないので、何とも言えません。ahamoはドコモ回線を使っているので、
理論上は地方や山間部でも繋がりやすいはずですが、実際のところは、現地で試してみないと

分かりません。 
 
**【FP（42歳）】** 
通信品質や実測速度は、実際に使ってみないと分からない部分が多いです。ただし、重要なの

は、「自分がよく行く場所での通信品質」を事前に確認することです。各キャリアの公式サイトで

「サービスエリアマップ」を確認し、自分がよく行く場所がカバーされているかをチェックすることを

お勧めします。また、友人や知人で同じキャリアを使っている人に、実際の使用感を聞いてみる

のも有効です。 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
FPさんのおっしゃる通り、通信品質は「実際に使ってみないと分からない」部分が多いです。ただ
し、一般的な傾向として、UQモバイルもahamoも、大手キャリアの回線を利用しているため、純
粋なMVNO（格安SIM）に比べて通信品質は高いです。特に、昼休みの時間帯や夕方の混雑時
間帯でも、速度が落ちにくいという特徴があります。この点は、両者に共通するメリットです。 
 
--- 
 
## パート12: 最終的な選択基準とまとめ 
 
**【FP（42歳）】** 
ここまで11パートにわたって議論してきましたが、最終的な選択基準をまとめたいと思います。
UQモバイルとahamoの比較は、単なる料金比較ではなく、「自分のライフスタイルとニーズに
合っているか」という視点が重要です。以下のような基準で判断することをお勧めします。 
 
**ahamoが向いている人**: 
1. オンラインでの手続きに抵抗がない 
2. 店舗サポートをあまり必要としない 
3. 海外に頻繁に行く 
4. データ容量を多く使う（大盛りオプションで100GB） 
5. シンプルな料金体系を好む 
 
**UQモバイルが向いている人**: 
1. 店舗サポートの安心感を重視する 
2. 自宅セット割を適用できる（auひかりなど） 
3. データ繰り越しを活用したい 
4. 通話が多い（10分かけ放題、60歳以上通話割） 
5. シニア層や、スマホ操作に不慣れな人 
 
**【テクノロジーライター（45歳）】** 
FPさんのまとめは非常に的確です。業界の視点から補足すると、UQモバイルとahamoは、それ
ぞれ異なるターゲット層に向けた戦略的なポジショニングを取っています。UQモバイルは「統合
型エコシステム」を重視し、KDDIグループ全体での顧客囲い込みを図っています。一方、ahamo



は「スタンドアロン型サービス」を重視し、シンプルさと自由度を提供しています。この戦略の違い

を理解することが、最適な選択の鍵です。 
 
**【会社員（32歳）】** 
皆さんの議論を聞いて、自分のニーズが明確になりました。私の場合、オンラインでの手続きは

基本的にできるし、海外に行く機会も将来的にあるかもしれないので、ahamoの方が適している
と思います。ただし、初めての格安SIM乗り換えなので、最初は慎重に進めたいと思います。 
 
**【主婦（38歳）】** 
私も家族4人分のニーズを整理した結果、トータルコストではahamoの方が安いことが分かりまし
た。ただし、家族全員分の手続きをオンラインでやる不安があるので、最初は私だけahamoに乗
り換えて、問題なければ家族全員を乗り換えるという段階的なアプローチを取りたいと思います。 
 
**【UQモバイルユーザー（28歳）】** 
私はUQモバイルを2年間使っていますが、最近はahamoの100GBプランが気になっています。
データ容量の面では、ahamoの方が私のニーズに合っていると思います。ただし、「自宅セット
割」を適用しているので、乗り換えるとトータルコストが上がる可能性があります。この点を慎重に

検討したいと思います。 
 
**【ahamoユーザー（35歳）】** 
私はahamoを1年間使っていますが、非常に満足しています。特に、海外出張が多い私にとっ
て、追加料金なしで海外で使えることは大きなメリットです。また、大盛りオプションで100GB使え
るので、データ容量を気にせず使えます。今後もahamoを継続して使いたいと思います。 
 
**【デジタル支援員（50歳）】** 
シニア層にとっては、UQモバイルの店舗サポートと60歳以上通話割が大きな魅力です。ahamo
のオンライン専用は、シニア層には敷居が高いと感じます。ただし、若い世代の家族がサポート

できる環境であれば、ahamoも選択肢になると思います。 
 
**【ヘビーユーザー（24歳）】** 
私のようなヘビーユーザーにとっては、ahamoの大盛りオプション（100GB）が唯一の選択肢で
す。UQモバイルの最大35GBでは全く足りません。データ容量を気にせず使えることは、料金以
上に重要です。 
 
**【地方在住ユーザー（40歳）】** 
私にとって最も重要なのは、通信エリアの広さです。ahamoのドコモ回線の方が、地方や山間部
でのエリアが広いと言われているので、ahamoを検討したいと思います。ただし、実際に使ってみ
ないと分からない部分もあるので、まずは自分がよく行く場所でのサービスエリアを確認したいと

思います。 
 
**【携帯ショップ販売員（26歳）】** 
店頭でお客様に説明する立場として、UQモバイルとahamoの違いを明確に伝えることが重要だ
と感じました。特に、「オンライン専用」と「店舗サポート」の違いは、お客様の選択に大きく影響し

ます。お客様のニーズを丁寧にヒアリングし、最適なプランを提案したいと思います。 
 
**【FP（42歳）】** 
最後に、皆さんに伝えたいのは、「完璧な選択」は存在しないということです。どちらを選んでも、

メリットとデメリットがあります。重要なのは、「自分にとって何が最も重要か」を明確にし、その優



先順位に基づいて選択することです。また、「2年ごとに見直す」ことで、常に最適なプランを選び
続けることができます。通信費は、家計の中で大きな割合を占める固定費なので、定期的な見直

しを習慣化することをお勧めします。 
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